
未来の教室を創る

～ICTツールで授業を革新しよう～


岐阜県立東濃特別支援学校

NPO法人　支援機器普及促進協会 

理事長　　高松　崇



Self-introduction





私も、通所生活介護施設に通う三男がおります





Topics



学びたいを前後に調整する工夫 

食べごろ 学びごろ





自分のできる事を知り、出来ないことは第三者に頼める

https://www.youtube.com/watch?v=40zd8aTqJHk

https://www.youtube.com/watch?v=40zd8aTqJHk


文字の必要性 
ICT機器の無い時代（紀元前～約2000年まで） 

ユビキタス（時間と場所を超えて想いを伝える重要なツール）

Society5.0時代 

マルチメディア（動画・画像・音声・‥） 



シンボルの理解は自立には文字よりも重要

「通路誘導灯」という名称で、非常口までの道筋を示します

「通路誘導灯」という名称で、非常口までの道筋を示します
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ICTと紙との差 

動画と音 

読めなくても聞けば・見ればわかる 
書けなくても音声で出力・動画で伝える



膨大な時間をかけて出来ないことと出来るようにしよう
と頑張っても健常者は数倍の速度で更に離れていきます 

出来ないことは少しICTに頼って 
子供たちの良さを更に伸ばす事が 

自立には重要です



午後2時以降に申し込むと翌日午前8時以降に届きます。

電報 スマホ

数秒

ゲーム攻略本 ゲーム攻略動画

500文字

視覚情報からのアプローチ

１分の動画

視覚・聴覚の両方からのアプローチ



手紙 メール・SNS …

新聞 ネット即時性が全く違う！



国語

利便性が全く違う！



算数 大人になって筆算する人いる！？

利便性が全く違う！



理科
即時性・理解度が全く違う！！

天気図
雨雲レーダー



社会

地図帳 Googleマップ

利便性・理解度が全く違う！！



英語

通訳 翻訳アプリ

誰でも話せる！



図工
趣味・嗜好性の多様化



音楽
趣味・嗜好性の多様化



生活 現金ほとんど使いませんけど‥ 
ピッタリ払うスキルよりも‥



incllusive society



超えずに済ます（価値観を変える）
そもそも壁（困り）だったの？！

文字の読み書きが出来ない

社会モデル 
インクルーシブ

子どもたちの特性を
活かす！！



https://www.avenir-entertainment.com/

https://www.avenir-entertainment.com/


良いところを伸ばす！

https://news.yahoo.co.jp/articles/8b9aa95df8bbfe27d731c62896456c4a7d7be5e8

https://news.yahoo.co.jp/articles/8b9aa95df8bbfe27d731c62896456c4a7d7be5e8


読み書きのできないダウン症の女性。ハンデを武器に「天職」で大活躍
ダウン症などの障がいを患って生まれた21歳の女性、エマ・ライナムさん。そんな彼女は自身のハンディキャップを活かし、素晴ら
しい「天職」を手に入れたのでした。 
オーストラリアのクイーンズランド州に住むエマ・ライナムさん。彼女はダウン症と軽度の自閉症・難聴などを患って生まれました。 
そのため現在でも彼女は読み書きができず、通常の職に就くことは難しいと考えられていたのです。 
しかし転機が訪れました。オフィス業務を体験するという学校のプログラム。そこで彼女は他の業務に興味を示さないものの、シュ
レッダーだけには夢中になったのです。 
読み書きの出来ないエマさんは、どんなに機密の文書を見せても心配がありません。彼女はまさにシュレッダーが「天職」だったの
です。





https://nazology.net/archives/47433

https://nazology.net/archives/47433


https://news.yahoo.co.jp/articles/6082601470fbb1f106a044909c4d894b6a896a77

https://news.yahoo.co.jp/articles/6082601470fbb1f106a044909c4d894b6a896a77


金澤　翔子



知的障害者（ダウン症）ってどんな就労が可能ですか？

就労継続A／B型では 
Tax Payerになるには難しい 

…だから出来るという視点は必要

人懐っこさ・微妙に出来ないなどの特性を活かせば⋯



発達障害者（自閉症）ってどんな就労が可能ですか？

就労以降支援では 
やりたい事を探すのは難しい 

…だから出来るという視点は必要

こだわり・緻密さなどの特性を活かせば⋯



肢体不自由者ってどんな就労が可能ですか？

PCを使ったデスクワークは 
…でも出来るという発想 

いずれAIに取って代わられます 

…だから出来るという視点は必要

車椅子に乗っている事を活かせば⋯



コミュニケーション



VOCAアプリ 
支援者からの質問への発信⇒応答 

当事者からの発信⇒コミュニケーション 

シンボルは難しい！！ 
当事者の気持ちに寄り添うことが最重要！！ 

コミュニケーション以外の活用法



http://www.fukuyama-sh.hiroshima-c.ed.jp/kyouken/29kyouken/jiritu/jiritu5.pdf

http://www.fukuyama-sh.hiroshima-c.ed.jp/kyouken/29kyouken/jiritu/jiritu5.pdf


http://www.fukuyama-sh.hiroshima-c.ed.jp/kyouken/29kyouken/jiritu/jiritu5.pdf

http://www.fukuyama-sh.hiroshima-c.ed.jp/kyouken/29kyouken/jiritu/jiritu5.pdf


写真 イラスト シンボル



iPadOS18



iPad Pro：2018年以降発売のモデル 
• 11インチiPad Pro（第1世代）以降 
• 12.9インチiPad Pro（第3世代）以降 

iPad Air：2019年以降発売のモデル 
• iPad Air（第3世代）以降 

iPad mini：2019年以降のモデル 
• iPad mini（第5世代）以降 

iPad：2020年以降のモデル 
• iPad（第8世代）以降 

iPadOS18対応モデル



ボーカルショートカット







仮想トラックパッド



AssistiveTouch 　　滞留コントロール 



アクセスガイド 



自立活動の視点を踏まえた ICT 機器の活用



“障害者”というのは、「依存先が限られてしまっている人た
ち」のこと。健常者は何にも頼らずに自立していて、障害者
はいろいろなものに頼らないと生きていけない人だと勘違い
されている。けれども真実は逆で、健常者はさまざまなもの
に依存できていて、障害者は限られたものにしか依存できて
いない。依存先を増やして、一つひとつへの依存度を浅くす
ると、何にも依存してないかのように錯覚できます。“健常者
である”というのはまさにそういうことなのです。世の中のほ
とんどのものが健常者向けにデザインされていて、その便利
さに依存していることを忘れているわけです。

自立は、依存先を増やすこと
熊谷晋一郎さん（くまがやしんいちろう） 
小児科医／東京大学先端科学技術研究センター・特任講師 
1977年、山口県生まれ。

https://www.tokyo-jinken.or.jp/publication/tj_56_interview.html

https://www.tokyo-jinken.or.jp/publication/tj_56_interview.html


カメラ（静止画） 
視覚情報で残す



ボイスメモ 
聴覚情報で残す



音声アシスタント 
言葉で操作する 

分からなければ聞く
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ネットの調べ学習で漢字が読めないので内容理解が難しい


（Yahooキッズでは見れないサイトもある）

（音声読み上げだけでは理解しにくい）

（印刷してルビ振りは面倒くさい）


読むことに困難がある

ふりがな

（Safariでのみ

　利用可能）


＊設定方法は次頁
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板書や紙文書にルビ振りがしたい


（手書きでルビ振りの支援が得にくい）

（未学習の漢字のみにルビ振りがして欲しい）

（板書を画像保存していても漢字が読めない）


読むことに困難がある

ふりがなPDF

（うまくルビ振りされない

　ことがあります）


＊設定方法は次頁



ICTのならではの音と映像を活かす！！



カメラ



ビデオ（タイムラプス）

長い変化を早回しで再生



どんなものを観察・記録しておきたいかな



一瞬の動作をゆっくり再生

ビデオ（スロー）



どんなものを観察したいかな



写真



トリミング（画像の反転）

左右の理解が難しい場合に反転します



ステッカーに追加



被写体抜き取り（iPadOS16以降） 

（居なくても・行けなくても）



Keynote



Keynote（ライブビデオ） 
歌手と一緒にダンス・カラオケ…



iMovie



iMovie 
ストーリーボード　～　予告編



GrageBand



iMovie 
Loops



翻訳



翻訳 
日本語→英語



計測





Scratch

https://scratch.mit.edu/users/naotom20023/

https://scratch.mit.edu/users/naotom20023/


重度肢体不自由児のための学習支援ソフト

http://htake-lab.moo.jp/switch-apps-4.0/switch-apps

http://htake-lab.moo.jp/switch-apps-4.0/switch-apps


https://sketch.metademolab.com

Animated Drawings

https://sketch.metademolab.com


サンプル（Animated Drawings）



効果音アプリ 



Googleアプリ 



これからのICT 
生成AIとどう付き合っていくか？！



サンプル（壁打ち）



OCR処理



サンプル（Youtubeの要約）



グラフから数値の抽出



エラーメッセージの対処法を調べる



翻訳



ルビ振り



添削・校正



サンプル（画像の生成）



サンプル（マインドマップの作成）



音声付き絵本の作成 
Gemini

プロンプト例
『肢体不自由の子どもが、スイッチ操作を練習してタブレット端末を使えるように
なるまでのStorybookを作成してください』



サンプル（SUNO）



付録



R03年度　10回シリーズ　ミニ研修 

（標準機能からのスキルアップ）
１回目 ２回目 主な内容

5/11 5/25 カメラの使い方、簡単授業活用、テレビに拡大提示

6/8 6/22 様々な動画の撮影、タイムラプス、スロー

7/6 7/13 入力の方法、音声入力、Siri、キーボードの追加

9/7 9/28 画像の編集、簡単授業活用

10/12 10/26 動画の編集、簡単授業活用

11/2 11/29 授業で使えるアプリ体験１　授業進行

12/7 12/14 授業で使えるアプリ体験２　教材作成

1/11 1/25 授業で使えるアプリ体験３　読み書きの代替

2/1 2/15 授業で使えるアプリ体験４　プログラミング

3/1 315 コントロールセンターの活用、アクセシビリティ解説

代替

増強

修正
変更

変革



自分が便利を、まず実感！ 
その先に、子どもたちの為に



呉竹 東 主な内容

5/10 5/13 vBooster Teams　QRコードで運動会のダンス練習　

6/7 6/10 クラスルームの操作練習

7/5 7/4 Googleアプリ 画像検索機能で夏休みの宿題（スクショで保存）

9/6 9/1 Phonto で校内のポスター作成

9/27 9/14 Googleアプリ ３D表示で文化祭のビジュアル大道具作成

10/11 10/7 iMovie でクリスマス会の予告編ムービー作成

11/1 11/18 Keynote でニュース番組作成

12/6 12/9 Clips　でキラキラ発表会をしてみよう！

1/10 1/20 Pages  でマルチメディア卒アル作成

1/31 2/1 GrageBand で泣かせる卒業式の曲作り

R04年度　10回シリーズ　ミニ研修 

（学校行事にあわせたiPad活用法）



年間の学校行事に合わせた 
効果的なiPad活用法



主な内容

5/ 生活・職業（手洗い・作業支援・・）

6/ 国語（語彙・かな・漢字・・）

7/ 社会（地域調べ・・）

7/ 算数・数学（数唱・足し算・九九・図形・時計・・）

9/ 理科（生き物・観察・・）

10/ 音楽（合奏・作曲・・）

11/ 図工（お絵かき・デジタル制作・・）

12/ 保健体育（ダンス体操・振り返り・・）

1/ 英語（ヒアリング・スピーキング・翻訳・・）

2/ 家庭科（レシピ作成・調理・・）

R05年度　10回シリーズ　ミニ研修 

（教科横断を意識した教科指導）



教科学習で使える 
iPad実践



主な内容

第１回 素材(素材)の作り方

第２回 Keynote

第３回 どーれかな？

第４回 Bitsboard Flashcards & Games①

第５回 Bitsboard Flashcards & Games②

第６回 DropTap

第７回 Make It

第８回 OMLETつくるんです

第９回 Kahoot!
第10回 Canva

R06年度　10回シリーズ　ミニ研修 

（個に応じた教材作り　わかるって楽しい！）



個に合わせた教材作成 
iPad実践



主な内容

第１回 iPadOS18の基本的な便利機能

第２回 カメラ・写真アプリは基本　

第３回 読むことの困難

第４回 書くことの困難

第５回 聞くことの困難

第６回 話すことの困難

第７回 計算することの困難

第８回 覚えること・推測することの困難

第９回 運動の困難（DCD）
第10回 コミュニケーションの困難（ASD)

R07年度　10回シリーズ　ミニ研修 

（合理的配慮での活用法）



まとめ



学びの源泉は楽しい！



“障害者”というのは、「依存先が限られてしまっている人た
ち」のこと。健常者は何にも頼らずに自立していて、障害者
はいろいろなものに頼らないと生きていけない人だと勘違い
されている。けれども真実は逆で、健常者はさまざまなもの
に依存できていて、障害者は限られたものにしか依存できて
いない。依存先を増やして、一つひとつへの依存度を浅くす
ると、何にも依存してないかのように錯覚できます。“健常者
である”というのはまさにそういうことなのです。世の中のほ
とんどのものが健常者向けにデザインされていて、その便利
さに依存していることを忘れているわけです。

http://www.tokyo-jinken.or.jp/jyoho/56/jyoho56_interview.htm

自立は、依存先を増やすこと
熊谷晋一郎さん（くまがやしんいちろう） 
小児科医／東京大学先端科学技術研究センター・特任講師 
1977年、山口県生まれ。

http://www.tokyo-jinken.or.jp/jyoho/56/jyoho56_interview.htm


参考図書







































マジカルトイボックス 



「合理的配慮」「学習のUD」「特別支援教育」「概論・入門編」

各号のキーワード

「視覚支援」

特別支援教育とAT(アシスティブテクノロジー) 
国立特別支援教育総合研究所　金森　克浩

「AAC再入門」 「知的障害」



東京大学先端科学技術研究センター　関係



魔法プロジェクト　研究成果

あきちゃんの魔法の 
ポケット

魔法のふでばこ 
2011

魔法のじゅうたん 
2012

魔法のランプ 
2013

魔法のワンド 
2014

魔法の宿題 
2015

東京大学先端科学技術研究センターとソフト
バンクグループは、携帯電話・スマートフォ
ン等の情報端末の活用が障害を持つ子どもた
ちの生活や学習支援に役立つことを目指し
2009年6月から「あきちゃんの魔法のポケッ
トプロジェクト」をスタートしました。 

https://maho-prj.org

魔法の種 
2016

魔法の言葉 
2017

魔法のダイアリー 
2018

魔法のWallet 
2019

魔法のMedicine 
2020

魔法のMeasure 
2021

https://maho-prj.org


香川大学教授　　坂井　聡



日本肢体不自由児協会



http://npo-atds.org 

https://www.facebook.com/takamatsu.takashi

http://npo-atds.org
https://www.facebook.com/takamatsu.takashi
http://npo-atds.org

